










プログラム参加者が、実行団体の研修に参加することで生活
の改善を実感する。

アンケート調査項目
※上記は案で詳細は実行団体の実情に合わ
せて後日決定

プログラム参加前アンケート実施 3年目のアンケート調査（収入、主観的幸
福感、困難の解消度、プログラムへの満足
度等）でスコア向上

2025年3月

実行団体が当団体プログラムを通じて、困難を抱えるシング
ルマザーの就労・起業（小商い）を促進し、彼女らの生活を
改善する。

①就労人数
②転職人数
③起業（小商い）人数
※上記は案で詳細は実行団体の実情に合わ
せて後日決定

①～③共通：数件の実績獲得 ①研修参加者の70％が、就労できるように
なる
②研修参加者の70％が、より条件の良いポ
ストに転職できる
③研修参加者の70％が、起業（小商い）で
きる

2025年3月

実行団体が、プログラム参加者のコミュニティを組織し、コ
ミュニティ参加者相互の互助を通じて、彼女らの生活を改善
する。

①コミュニティ参加人数
②コミュニティへの満足度
※上記は案で詳細は実行団体の実情に合わ
せて後日決定

①～③共通：数件の実績獲得 ①研修参加者の70％がコミュニティに参加
する
②70％以上のコミュニティ参加者がコミュ
ニティ参加を通じた互助に満足する

2025年3月

(5)短期アウトカム(資金支援) 指標 初期値/初期状態 目標値/目標状態 目標達成時期
実行団体が当コンソーシアムのプログラムの実施体制を整備
し、自立的に研修事業を運営できる体制を確立する。

①担当スタッフの確保人数
②セミナー開催数
③就労・起業（小商い）支援人数
※上記は案で詳細は実行団体の実情に合わ
せて後日決定

①1名の担当スタッフを確保
②月1回のセミナーを開催
③先ずは数名の困難を抱える女性に対する
就労・起業（小商い）支援を実施

①5名の担当スタッフを確保
②年間約50回のセミナーを開催
③少なくとも100名の困難を抱える女性に
対する就労・起業（小商い）支援を実施

2025年3月














